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平成 28 年 11 月 28 日（月曜日）、厚生労働省 老健局 総務課 認知症対策推進室の室長 宮

越奏子様、室長補佐 平井智章様に時間を頂き、「全国ネット」や「指導者」に対する厚労省

の考えを伺うと同時に、「全国ネット」としての提案や提言をさせて頂きました。 

 1 時間ほどの間でしたが「忌憚なく意見を交わす」ということで、双方より意見が飛び交い

つつも和やかな懇談となりました。こちらからは、今後の「指導者」の活動に対するお願いを

し、厚労省からは、「実践現場での活躍の実例の紹介をどんどん欲しい」といったご意見を頂

き、大変貴重な時間になりました。詳細 

はＨＰや総会にてご紹介させて頂ければと思います。 

厚生労働省老健局総務課

認知症政策推進室との 

座談会にて 

「全国ネット」としての 
提言・提案をさせて頂きました 

右写真 ⇒ 

 向かって左側より宮島副会長、宮越室長、佐々木会長、

平井室長補佐、森副会長 

 平成 28 年 11 月 16 日（水曜日）に熊本県より、全国認知症介護指導者ネットワークへ「熊

本地震」の支援活動の功績に対して「感謝状」を頂きました。贈呈式には会長・副会長の都合

がつかず、長崎県の白仁田理事にご出席頂きました。 

 また、この際に募集させて頂きました「義援金」と「支援金」につきましては、東京ネット

ワークでの決済終了後に「全国ネット」と合わせたものをご報告させて頂く予定です。 

熊本地震の支援活動に対し、熊本県より“感謝状”を頂きました 
『援助金』『義援金』についてのご報告は今しばらくお待ちください 

平成 29年度の「全国ネット」の計画を作成しております 

 平成 30 年は介護保険と医療保険のダブル改定と

ともに、両施策の改定が加わる今までになかった大

きな変化が予測される年となります。 

そこで「全国ネット」としても来たるべき状況に

備え、「全国ネット」の組織強化と存在意義の拡大

に向けて、平成 29 年度の活動を益々活発化させるた

めの検討をしております。 

 現状を踏まえて、現在決定している内容をお伝えします。 

○4 月 役員改選 

○6 月 平成 29 年度定期総会 

○3 ネット別 各 1 会場にて 

 ・全国ネットとして講演会開催の企画 

   4 月(福岡)being  7 月(  )仙台 

   10 月(  )大府  

 ・厚労省の講演会依頼 全国ネット事務局    

 ・内容 研修委員会 ・広報 広報委員会 

 ・会場確保、会員や一般の方の動員ＰＲ 

  各地区担当者  
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【認知症介護指導者になって…】 

私は平成２６年度第３７期に認知症介護指導者養成研修を修了し、昨年度から福島県の認

知症指導者として活動させていただいています。 

認知症介護指導者になって一番最初に感じたことは自分の知識の無さについてです。 

特に＜人に伝える力＞＜理論＞については全くの力不足だと感じました。認知症介護実践

研修を受講生の立場で経験し、講師の方々への憧れと、こういう風になりたいという想いは

ありましたが、いざ自分がその立場になった時、「自分は認知症介護指導者として相応しい

のか？大丈夫なのか？」という変な不安感でいっぱいになることがありました。そういう私

に福島県の先輩指導者が認知症介護指導者養成研修修了後すぐに体験という形で認知症介

護実践者研修に参加させて下さったり、忘年会によんで下さったり様々な配慮をしていただ

き環境を整えていただいたことで様々な不安がなくなったのと、ある先輩指導者に「○○○

についてどう思う？」と聞かれ、「いやまだ私は指導者になったばかりですので」と返答し

た時、「いや、もう指導者なんだからそういうの関係ないからね」という言葉をいただいた

時、「やるしかない」という覚悟が決まりました。 

それと同時に現場で新人職員を育成する際、「入居 

者様にとって新人職員も先輩職員も関係ないんだよ。 

一人の職員として見られるのだよ」と言っている自分 

を思い出しました。 

現在は先輩指導者の方々にフォローしていただき 

ながら人生の中で一番勉強させていただけているよう 

な気がします。今後は認知症介護指導者としての役割 

を更に深く理解し、研修の受講生の方々や福祉に携わる方々と共に考え、共に学んでいける

よう謙虚な気持ちと感謝の気持ちを忘れずに、私の生涯の目標である「子どもが選ぶ将来な

りたい仕事」に「福祉の仕事」があがるよう、そして一位になれるよう、学ぶ姿勢を大切に

しながら日々精進していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は、広島県 37期滝本雄司さんです。 

お楽しみに♥ 

リレーコラム 今回は、福島県 37 期 逵 乃介（つち だいすけ）さんです 

平成 28 年度ちネット世話人会のご案内 
日時：平成 29 年 3 月 1 日（水）13 時 30 分～16 時 

場所：仙台駅付近（1 月中旬ころに案内文書を発送いたします） 
今年度は全体研修会を東京で行ったため、年度末の世話人会は仙台で行うこととなりま

した。年度末のお忙しい時期ですが、ご協力お願いいたします。 

    事務局より 
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ちネット 新カリキュラムについてのアンケート結果（回答：１６/２０道県市） 

質     問 
詳     細 

回 答 結 果 

Q1 ： 今年度新カリキュラムに

ついて何か取り組んでいることは

ありますか？ 

・新カリキュラム委員会を設置して検討している（同意見６件）うち、検討

委員に行政も参加している（1件）  

↓＊は委員会で検討 

＊各科目の講義担当（講師）の振り分け 

＊講義計画書及び講義資料の作成 

＊研修開催時期、場所の調整 

＊開催団体全部が統一した内容、同じ条件で行う方向へ向けて進めてい 

る 

＊次年度からの研修実施に向けてスケジュールを立てて進めている 

・センターから矢吹先生を講師に平成 28年度のフォローアップ研修報告 

会を開催 

・参考文献を頼りに自分なりに解釈をして取り組んでいる 

・前年度から勉強会を行い、シラバスに基づき講義計画書を立てた 

・新カリキュラムで研修を実施している（基礎研修２件・実践者研修 6件・ 

リーダー研修 6件） 

はい いいえ 今年度未定 

16 0 0 

Q２ ： 新カリキュラムのスライド

作成に取り組んでいますか？ 

・科目ごとに分担して講義資料、PPｔを作成 

（科目の受け持ち毎に・地域で分けて・グループを作って） 

・実際の講義担当者が一部修正して作成（同意見２） 

・シラバスやフォローアップ研修の成果物を利用し作成してきたが、テキス 

トができてからは修正しながら作成 

・実際に講義を終えた指導者と情報交換しながら作成 

・取り組んでいるがまだ途中の段階 

はい いいえ  

11 5 
 

Q3 ： 作ってみた方は、どんな

気づきがありましたか？ 

・各科目との重複内容が多く調整が必要（同意見４） 

・内容のボリュームが多く演習時間の確保が大変・時間内に収まらない 

不安（同意見４） 

・現場職員が理解しやすいように意識して作成した 

・これまで使っていたテキストと大きな変更はなかった 

・全国の資料と統一できているか不安 

Q4 ： 他の道県市の取り組みに

ついてどんなことが知りたいです

か？ 

（例 PP 講義計画書 その他） 

・外部実習の有無 

・受講生へのテキスト購入の義務付けは行っているのか？ 

テキストの活用方法をどうしているか？ 

・講義計画書や PPｔの内容（参考・引用文献等も） 

・演習、および評価の方法（同意見 11） 

・実践者研修、リーダー研修の開催数と受講生の定員数 

・すでに新カリキュラムに取り組んだ所の現状（準備～実際）と、課題を 

具体的に聞きたい（同意見３） 

・事業計画書、開催要項等の申請書類について参考にしたい 

Q5  ：  全国の状況も参考に  

できたらいいと思いますか？ 

（その方法も教えてください） 

・道県市で統一した資料を全講義で使用しているのか参考にしたい 

・テキストの活用方法について参考にしたい（同意見２） 

・開催時期と開催回数、受講定員数、講師の分担など参考にしたい 

・全国の状況を知って基本的な流れを統一した方が良い 

（講義、演習内容の共有） 

・シラバスのどの部分を重要視しているか共有したい 

・新カリキュラム研修の状況を知りたい。状況報告会を開催してほしい 

はい いいえ   

16 0 
 

広報部会より 認知症介護実践研修等の新カリキュラムについて、各道県市の世話人へアンケート

調査をしました。今後情報共有するためにも、各道県市の今の動きをお届けいたします。年末のお忙しい中、ご協

力いただいた世話人の方々へ紙面をお借りして感謝申し上げます。 

年度末の世話人会時には、アンケート結果をふまえ、来年度の事業計画に盛り込んでいきたいと思います。 
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全国研修報告＆お知らせ 

12 月 10、11 日に大府ネットワーク主催の全体研修が京都で開催されました。研修 2 日

目に開催した新カリキュラムの実践報告（栃木県・鳥取県・京都府）の資料を「全国認知症

介護指導者ネットワーク HP」に掲載しております。（鳥取県の報告者は林原豊さんです） 

下記アドレスにてログインしていただき、ぜひご覧ください。 

大府ネット事務局によると、発表者の一人、栃木県指導者の染谷氏は、研修会翌日に行っ

た栃木県指導者の打合わせの場で、鳥取県の「振り返りシート」等について報告されたそう

です。そして、来年度から栃木県は、今使っている「振り返りシート」を鳥取県バージョン

に変更して使うとのことでした。 

その他にも、他都道府県市の情報を栃木県指導者の皆さんに報告してくださったそうです。 

センターの範囲を超えた情報交換ができた瞬間ではないでしょうか。今後も各ネットワー

ク主催の研修会をご案内いたしますので、ふるってご参加ください！ 

全国認知症介護指導者ネットワーク HP：http://zenkoku-ninchishou.net/ 

会員ログイン ユーザー名：kaiin  パスワード：5tgb6yhn 

＊ネットワーク会員の方は、ログインして閲覧ください。今後、ちネット通信等のお知らせも掲載していく予定です。 

  

 

Q6 ： みんなで共有できるよう

な仕組みがあればよいと思いま

すか？ 

・科目ごとに講義計画書、PPｔの閲覧がパソコン等で共有できる仕組み 

（同意見 10） 

・共有しすぎると全く同じ内容になり講師の力量で相違が出る心配もある。 

シラバス、重要項目程度の共有化を。 

・平成 28年度のフォローアップ研修で、新カリ研修の発表をして内容を共 

有したい 

・来年度の開始前に、指導方法の手引きなどの集合研修をしてほしい 

・担当する科目が共通する講師間の情報交換の機会が欲しい 

はい いいえ   

15 1 
 

Q7 ： 次年度研修に向けての

取り組みについての課題はありま

すか？ 

・受講生の定員を定めるべきか（研修の質を保つため） 

・科目ごとに統一した資料を作成して講義を進めた方が良いか 

・評価方法及び判定基準の設定、補講等の必要性の要検討（同意見３） 

・報告会の方法についてどうするか 

・他施設実習がない状態で、自施設実習の課題設定をどう進めるべきか 

（同意見３） 

・作成した資料の確認とすり合わせ、前後の研修科目の繋がりの確認と 

共有（同意見３） 

・研修開催後に課題が明確に見える部分も多いと思う。その都度、検証を 

行う必要がある 

・行政担当者との連携 

はい いいえ 未回答 

14 0 2 

（その他 

・質問） 

＊各県・市で指導者に求める最低限の活動の範疇は、「認知症介護実践者研修・認知症介護実践リ

ーダー研修・基礎研修」までで良いと判断して良いのでしょうか？もしくは、認知症対応型サービス事業

管理者等研修なども入るのでしょうか？ 

 

第２回 

編集後記 
25年ぶりの広島東洋カープの優勝に、広島の街は湧きかえり、今年の広島は大いに盛り上がりました。 

 我が家も例外ではなく、年間 20試合は観戦し、黒田投手の 200勝も見届け、クライマックスシリーズも応援し、

素晴らしいシーズンとなりました！惜しくも日本シリーズでは、ちネット仲間の北海道ファイターズに敗れまし

たが、広島と北海道の戦いは嬉しかったです。 

 個人的には、今年は人生で最も辛い一年でした。 

心の傷は癒えることはないですか、その際に周囲の皆さんの優しい励ましのお気持ちを沢山頂き 

感動しました。人生全てのことに意味があり、辛い出来事ではありましたが、皆さんの温かさを 

感じることができたのはありがたいことでした。来年はそのお礼ができる一年にして行きたいと 

思っています。皆様も素晴らしい年になりますように…（広報部会副部会長 牛尾容子） 

http://zenkoku-ninchishou.net/
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